
 

 

 

母校が生んだ作家・松浦祥歩氏が届ける芸術体験 

～プロ声優×音楽×アニメーションで描く「劇的絵本朗読」を全校生徒向けに開催～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１　日時　　令和８年 11月６日（金）14時 25 分～15 時 30 分 

　　　　　　※　生徒との交流会を16時から本校図書館にて開催予定 

２　場所　　広島県立因島高等学校　体育館（広島県尾道市因島重井町 5574） 

３　対象　　全校生徒 142 名 

４　内容　　⑴　開会 

　　　　　　⑵　劇的絵本朗読「かーちゃんのやぶれた絵本」上映 

　　　　　　⑶　生徒代表お礼の言葉 

　　　　　　⑷　生徒との交流会（放課後 16時から、図書室にて） 

　５　本作品「かーちゃんのやぶれた絵本」について（松浦氏より） 

今年始動した、次の２つをテーマとする 

劇的絵本シリーズです。 

① 子どもたちが思いっきり想像する時間を 

育むこと 

② 子どもたちが自分の力で世界を好きに 

なる力を育むこと 

「まんが日本昔ばなし」の作画・演出・美術を 

手がけた池原昭治氏による一枚の絵に、著名声優陣の熱のこもった演技と、胸が躍る

音楽・音響を重ね、子どもから大人まで、聴く人それぞれの想像力で物語の世界を 

広げていく新しい朗読体験を届けています。 

 

 

因島高等学校の卒業生で、プロの世界で活躍する作家・演出家の華空祥こと、
か がらしょう

松浦祥 歩氏をお招きして、全校生徒を対象とした鑑賞行事「劇的絵本朗読」を 
まつうらしょう ほ

11 月６日(金)に開催します。 

本行事は、プロ声優による圧倒的な朗読、心に響く音楽演出、そして「まんが

日本昔ばなし」を手がけた池原昭治氏の童絵を融合させた、独自の芸術作品を通

じて、生徒たちの豊かな感性と表現力を育むことを目的に実施するものです。 

地元・因島から未来へ羽ばたく高校生たちへ、先輩から贈る情熱的な表現芸術

の取組について、ぜひ取材及び報道をお願いします。
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６　本取組に込めた想い（松浦氏より） 

ＡＩやデジタル技術が急速に発達し、あらゆる答えが簡単に手に入る時代。 

だからこそ、子どもたちが自分の頭で考え、思いっきり想像できる時間を大切にし

たいと考えています。これからどれだけＡＩが発達しても、日本の子どもたちには、

劇的絵本を通じて物語を思い描き、想像力を育む「習慣」がある。 

そんな未来を目指し、学校教育の現場から新しい文化を育んでいきます。 

７　上映会の見どころ（松浦氏より） 

会場には本格的な大型スピーカー２台を設置し、映画館のような臨場感あふれる音

響空間を演出。照明を落とした室内に数百個のキャンドルライトを灯し、声・音楽・

効果音を手がかりに、一人ひとりが自分だけの物語の世界を思い描く、特別な 40分

間です。 

　８　取材に関するお願い・問合せ先 

　　　当日の撮影・取材を希望される場合は、【前日 11月５日（木）16時】までに、次の

メールアドレスへ御連絡ください。 

　　　なお、御不明な点がありましたら、全日制教頭（山田）まで御連絡ください。 

　　【メールアドレス】innoshima-h@hiroshima-c.ed.jp 

　　【件名】劇的絵本朗読取材希望（会社名） 

　　　※　メール本文へ来校者人数、代表者名及び連絡先を御記入ください。
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